
 

  

 

 

 

 

  

 １１月２７日(火)、崎辺地区公民館において、崎辺地区３度目となる市政懇談会 

｢おじゃましま～す！ 市長です！｣が開催されました。 

               朝長則男市長の挨拶の後、崎辺地区を代表して、 

              崎辺地区自治協議会の前川会長が挨拶をされました。 

              その後、地元代表出席者と市側出席者の紹介がなされ 

「市政情報の紹介」として、① 移住・定住の促進  

② 空家等対策計画 ③ ＩＲ(特定複合観光施設)について、 

市担当者による説明がありました。どれも新聞等で見る情報 

よりも詳しい説明で、参加者の皆さんも熱心に聞き入ってい 

ました。                

 過去２度の懇談会で要望した｢地域課題｣の進捗状況の説明 

の後、質疑応答の中では参加者からの質問や意見・要望など 

が出され、市当局の考えを聞くことができ、たいへん有意義 

な会であったと思っています。１１月号で紹介した｢地域課題｣ 

の他にも様々な質問や意見が出され、自分たちが住む地域の 

ことを真剣に考えて発言される方が多く、自分たちによる 

“まちづくり”を進めようという姿勢が感じられたことを嬉しく思い、その活動の中心となる

“役員”“理事会”“事務局”でなければならないと心を新たにしました。 

 以下、少し詳しくご報告します。 

 地域課題２項目以外に、市政情報の紹介に関する質疑では、崎辺地区の空家の軒数や空家の

多い地区の共通点などの質問があったほか、十郎団地に空家が多いことや買い物する所がない

という切実な問題も提起されました。 

 また、その他の質問として、①前畑弾薬庫の返還移転に関する進捗状況 ②平成２９年度に

行った｢教育長への陳情｣に関する回答 ③市の行財政推進改革の進捗状況 ④下の原ダムを中

心とした南部水系の環境問題 などが出され、市当局及び朝長市長から丁寧な説明がありまし

た。 最後に前川会長が、崎辺地区発展のためになるべく要望が実現するように尽力していた

だきたいというお願いがあり、懇談会を終えました。 
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めざそう！ 緑と海に囲まれた  

美しいまち 輝っと“さきべ” 

       いよいよ平成３０年の最終号となりまし

た。毎月「どんな紙面づくりをしようかな 

      ぁ～」と悩みながらパソコンに向かうと、 

自然と会員の皆さんの楽しそうに活動する姿が浮かんで 

きます。少しずつ進んでいる“まちづくり”に多くの若 

い方々にも参画してほしいものですね。     
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            １１月の公民館まつりに続き、１２月の研修旅行と大きな事業が終

わり、役員や事務局にも少し余裕が出てきて、じっくりと話し合う時 

間がとれるようになりました。ここで、今後の事業計画について お知らせしておきます。 

◆ 「新春のつどい」  平成３１年１月２７日(日) １０：００～１１：３０ 

              佐世保市社会教育委員長の岩崎勢智子さんによる講演会(パンフ配布) 

◆ 「一斉合同部会」  ２月中に実施予定(日時が決定次第、部員の皆様にはハガキで連絡) 

◆ 「認知症予防に関する講演会」 ３月開催予定(昨年度好評だったため、第２弾の開催希望が多い) 

 １２月１日(土)、自治協議会恒例の「研修旅行」を実施しました。今回の研修旅行のメインは、 

【肥前さが幕末維新博覧会】でした。幕末維新期に国内最先端の科学技師を有し、鎖国から開国

へと向かう大きな流れの中で、明治維新の“鍵”を握っていた佐賀。 

当時の佐賀が有していたといわれる、類まれなる技術力｢技｣、教育 

改革が生み出した多くの偉人｢人｣、そしてこれらの根底流れる｢志｣ 

などを、映像で体感するとともに、佐賀の歴史、食、文化、アート 

を楽しんできました。残念ながら、時間の関係で全てのパビリオン 

を回ることはできませんでしたが、参加された皆さんは工夫された 

映像を食い入るように見ておられました。 

                この他には、久留米絣の製造工場である「桑野織物」で実際

に機械が動き製品を作っている工程を見学することができま

した。日本の技術力の高さを改めて実感しました。 

                 

次に、広川太原(たいばる)の 

イチョウを見学に行きましたが、 

時すでに遅し、ほとんどが落葉 

していました。ＨＰで見る黄金 

色のイチョウ並木(左写真)を体感したい 

ので、来年は時期を選んで自分で行って 

みようと思います。 

 

 ２６名の方の参加で昨年に比べ少し寂しい気もしましたが、各見学 

地で熱心に説明を聞き、感想を語り合うなど、和気あいあいとした雰 

囲気が素晴らしかったと思います。他の町内の方との会話を楽しむ姿 

も数多く見られ、とても有意義な研修旅行でした。自治協や町内の役 

員の方だけなく、崎辺地区住民であれば、どなたでも参加することが 

できますので、来年はぜひ参加されてはいかがでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなで学んだ！ みんなで語り合った！ 研修旅行 


